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100％の勝利(Ⅱサムエル記8:9-14)
　今、いろいろな大変なことがあり、また続いています。しかし、信者の私たちが忘れてはいけないことは、神様は信者に勝利を用意して、しかも行く先々に勝利を用意して導いていらっしゃるということです。なぜかと言いますと、神様はこの大変な世の中でともに流されることではなく、教会、つまり、信者を通して神の国を建てていこうとしていらっしゃるからです。ですから、教会、信者はどんなことがあっても神様の変わることができない、止められない絶対目標に向かって進んでいるということを覚えていてください。それは世界中、237カ国と関わっている未伝道種族、そこに宣教の門が開かれることです。それから日本の47都道府県の空いている所に教会を開拓して、そこで備えられた絶対弟子を探し当てることです。そして、レムナントを育てていかないといけないので、そのためにこのすべての答えの要になるのが大学です。それゆえ一千大学のミッションホームが立ち、大学長老が派遣されること、この目標に向かって信者の私たちの一歩一歩の歩みがあるということを覚えていてください。そのためにRUTC、いやしのセンター、神学校などを主が備えていらっしゃることを覚えましょう。こういったすべてをもって、今現在もありますが、これからさらにひどくなっていく人間の手には負えられないいやしのために備えられるということを覚えましょう。それが霊的ないやしというものです。そういう意味でエペソ1：23には、すべてを満たす方によって、満たされている者、キリストのからだなる教会、キリストとくっついている信者と宣言しています。ですから、改めて信者にいろいろな環境、状況があるのも関わらず、そこで神様は勝利をすでに備えていらっしゃるということを契約としてしっかり握っていきましょう。その勝利を具体的に体験して、その具体的な門が開かれることのためにまず信者ひとりひとりに霊的な準備をしてくださいます。
　今日の聖書を見ますと、8：1からすべて読まないといけないのでしょうけれども、ダビデが行く先々で神様はダビデに勝利を与えられたという内容です。ご存知のように、ダビデが奪われた契約の箱を元の所に迎えるようになりました。そして、その契約の箱が戻ってくるときに、喜びのあまり裸が見えることも知らずに踊って喜んでいました。契約の箱はキリストを意味します。キリストがいるべきところ、キリストの位置づけというのはオンリーなのです。つまり、契約の箱が元の所にしっかり移動するということは、キリストをオンリーの方に迎えて、そのキリストによる救いを心から喜ぶようになりました。その後、良かれと思って、忠誠心を持って、神の神殿を建てようと思ったときに、神様が「あなたがあなたの思いは分かるけれど、その神殿というのはあなたが思っているようなものではないのだよ」と神殿の奥義、神殿の秘密、つまり、伝道と宣教の祝福をダビデに教えられたわけです。ダビデはキリストオンリー、また救いの喜びにあふれて、自分が王になっていること、イスラエルという国、これからの生涯が伝道と宣教のために存在するものなのでだと悟りました。それを契約といいます。それをカバナントcovenantと言います。それを誰かに教えられて暗記したのではなくて悟ったわけです。それ以上、価値あるものはありませんと。この日本の国において、福音宣教、伝道の他に生きる理由などはありません。命をかけても惜しまない価値あるものだということに気づいたわけです。神様はダビデをこのように霊的に整えられて準備をされました。
　その結果、今日聖書を通して確認した通りに、神様はダビデがどこに行っても行く先々で勝利を与えられました。私たちもこの約束をしっかり握って、「なぜ私はこうなのだろうか。なぜ自分の家庭は、自分の現場はこうなのだろうか」とがっかりしないで、不平不満に走らずに、霊的な状態が整えられるところ、そこにフォーカスを合わせてください。そうすると、信者であればどこに行っても、そこがどこであれ必ず神の国が臨まれることを見るようにしてくださいます。これが勝利です。ダビデのように実際的に戦争を通して勝つということではありません。今は霊的な戦いなのです。信者の私たちがどこに行っても必ずそこでサタンの王国が砕かれて、神の国が臨まれる勝利を味わうように備えていらっしゃいます。ご存知のように、イスラエルの民は奴隷の状態の場合もありました。捕虜にされたときもあります。ローマの植民地になったときもあります。パウロの場合は、刑務所の中に入れられる、縛られてしまう状況もありました。それにも関わらず、そういったことと全く関係なく、勝利を味わうようになります。霊的な準備さえあれば、契約さえ自分のものにしてしっかり握っていれば、どんな弱さを抱えていても構いません。だから、イエス様は、「今私たちの国がローマの植民地なのですが、どうしたら良いでしょうか」と聞いたときに、「それはあなたがたは知らなくてもいいよ」とおっしゃいました。どんなに険しい、どんなに大変な状況であっても、人間の目から見たときには絶対不可能な状況であっても、それを可能にしてくださる神様が契約と神のみことばに従って、必ず神の国が臨まれるように勝利を与えられるのだから心配しなくてもいいということです。ぜひ覚えていてください。環境や状況が楽だから、やれるような雰囲気だからではありません。奴隷の状態でも構いません。刑務所の中でも、政治的に迫害を受けていても構いません。そこで必ず契約を握っている信者であれば、その信者の祈りを通して、信者が希望を持って耐えていくそのことを通して、地獄とのろいの勢力が崩れることを見るようになるでしょう。そして、目に見えないけれども、その現場を掌握して、人を操っている悪魔、サタン、悪霊の勢力が追い出されるようなことを見るようになります。それが神の国が臨まれることです。
どのようにでしょうか。サタンとは比べることができない、聖霊のわざが現れることによって、悪霊が逃げ去るしかない天の御使いが動員されることによって神の国が臨まれるようになります。それが勝利です。しかも行く先々で勝利する、100％の勝利が神の約束です。倒れるときもありますが、それは私たちが不信仰になるからだけです。迫害もあります。苦難もあります。試練も経験します。そういうことが全くないことを勝利というわけではありません。しかし、必ず神の国を見るようになり、神の国を歩くようになり、神の国の主人公としてしっかり立つようになります。信者の皆さんがいるそこでは不信仰の暗やみの勢力が必ず縛り上げられるようになります。教会の中でも不信仰の暗やみの力がうろうろすることがあります。皆さんが契約を握って祈っている人であれば、皆さんの能力と関係ありません。それを神の国と言います。その不信仰の力は単なる不信仰ではありません。その裏で目に見えない暗やみの勢力によるものなので、それが打ち砕かれることになります。

　もう一度申し上げます。自分でもよくわかっていないでしょうけれども信じてください。神のみことばなのです。そのために皆さんの内側に聖霊が宿っていらっしゃるわけです。皆さんがいらっしゃることによって、私がどこに行っても行く先々で、どこにいてもそこにおいて、どんな状況であろうが地獄と滅びの運命の勢力が砕かれて、サタンと悪霊の力が追い出されて、不信仰の暗やみの力が縛り上げられます。神様はそれを用意していらっしゃいます。いつそれが実現として現れるのでしょうか。キリストオンリー、救いを本当に自分の救いにして喜んで、他のなにものにも変えることができない、それを宝物にして喜ぶときに。そして残りの人生、何をどこでどうするかは二の次の問題で、生きる理由は伝道と宣教のためなのだと悟るときに。うっかりしたらただの国会議員で、ただの芸能人で、ただの大学教授で、ただの弁護士で人生終わるところでした。冷や汗が出るほど、ひやっとしないといけません。しかし、契約によって伝道と宣教のために生きることができた。感謝でしょう。極端に申し上げると、そういう人は何もしなくてもです。WRCのメッセージを通しても聞いたでしょう。レムナントの7人の中で楽な状況に置かれていたものは誰一人いません。しかし、そこで必ず神の国が臨まれる勝利を経験するようになりました。そして、イエス様がおっしゃった通り、また初代教会からその証拠が見られるように、主がともなわれることによって、天の御座にいらっしゃるキリストがともなわれることによって、しるしと奇跡をもっていのちが得られる神の国を見るようになります。それが目標です。キリストによるしるしと奇跡がともなって、いのちの祝福のわざを見るようになる、これが神の国なのです。みことばにともなうしるしと聖書には書いてあります。ですから、今日限り、皆さんがどんな問題や弱さを抱えていようが、どのような険しい、厳しい状況、大変な現場であろうが、そこに騙されないで、萎縮されずに、不信仰にならずに、霊的な状態がしっかり整えられていれば、つまり、神の契約さえしっかり握っていれば、神様はそこで神の国を見るようにしてくださるのです。行く先々で、しかも99％ではなくて、100％の勝利です。イエス様がすでに勝ったと宣言していらっしゃるし、この戦いこそもうすでに勝利した戦いなのです。ですから、前もって勝利しました。刑務所の中にいて、奴隷の状態にも関わらず、もう勝利者として立つわけです。そして、その勝利が時刻表に合わせて、目に見える形に現れるようになりますので、それをCVDIPの中のI、イメージと言います。このメッセージを聞く前に準備しましたが、よくよく昨日考えてみたら、それが全部に当たる内容でしょうけれども、特にイメージなのかなと思いました。行く先々において神様は勝利を与えられました。ですから、言い訳も不平不満もいりません。
それから、言葉を変えますとこうなります。霊的に整えられている者、契約さえしっかり握っている者ならば、CVDIPが皆さんのCVDIPになるようにしてください。どのようなサタンの攻撃があっても圧倒的に勝利するようにしてくださいます。これが100％の勝利です。どのようなサタンの攻撃があっても心配しないように、恐れないように。圧倒的に勝利するようになります。Ⅰペテロ5：8のように、サタンはおもに吠えたける獅子のように、脅かすかのように信者を攻撃します。ときにはⅡコリント11：14にあるように、光の天使に変装して現れて信者を騙して引っかけるわけです。どっちにしても契約を握っている者は、そのような攻撃に圧倒的に勝利するようになります。ローマ8：31にはこう書いてあります。「では、これらのことからどう言えるでしょう。神が私たちの味方であるなら、だれが私たちに敵対できるでしょう」。8：35「私たちをキリストの愛から引き離すのはだれですか。患難ですか、苦しみですか、迫害ですか、飢えですか、裸ですか、危険ですか、剣ですか」。8：37「しかし、私たちは、私たちを愛してくださった方によって、これらすべてのことの中にあっても、圧倒的な勝利者となるのです」。これが楽な環境、状況の中で、ベッドの上で言っていたことではありません。いつ死ぬかわからない、そのような危険な状況の中で、人間的、物理的には何の権限も勢力もありません。やられるしかない状況なのです。しかし、パウロは一ミリたりとも負けることは考えていません。負けというものはありません。イエス・キリストがもうすでに世に勝ったと宣言していらっしゃるし、万軍の主として天の御座に座っていらっしゃって、聖霊を通して私たちの内側に宿っていらっしゃる方でありますので、目に見えるものによってではなくて神様がおっしゃいました。永遠に変えられない、誰も止められない、神のみことばに基づいて、キリストの上に立って、自分自身を、自分の人生を改めないといけません。圧倒的な勝利者となります。それどころかローマ8：28には、「神がすべてのことを働かせて益としてくださる」。ピリピ1：21、何まで益になるかというと、死さえも益となります。私たち信者が人生を生きる中で益にならないものは何一つありません。それがオールドリーム（All Dream）です。すべてが答えで、すべてが益になります。濡れ衣を着せられた、それも益になります。家庭でいじめられた、それも益になります。益になることなのに、益になる方向ではなくて、自分のレベルに合わせて本能に従って、世の流れに従って違うことを考えること、それが精神的な病と言います。死にたいという大変な状況は人生の中にあります。しかし、それを通してキリストに向かうのか、益になるのか、あるいは死ぬ方向に向かうのか、どちらかを選ぶことなのです。神様に選ばれている者は、キリストに向かうようになるでしょう。その死にたいという気持ちそのものが、目に見えない悪魔、サタン、悪霊によることだと分かっているので、その悪魔の願い、狙いどおりにそれを成就させるわけにはいきません。神様はそれを通して、だからキリストなのだね、すぐに症状が緩和されなくても、歯を食いしばってでも、だからキリストなのだねとすべてを働かせて益としてくださいます。だから100％勝利なのです。どのようなサタンの攻撃でも圧倒的に勝利するようになります。これを別の言葉で申し上げると、私たちがああだ、こうだといろいろなことを考えているかもしれませんが、そのすべてが神の絶対主権の中で許されていることなのです。そして、神様は神の絶対契約の中で信者の私たちを召していらっしゃるわけなので、圧倒的な勝利者になるしかありません。勝利が大前提になって召されている人生であり、すべてが答えになる人生に変えられました。それが信者です。いつこれが具体的に味わえるようになるのでしょうか。キリストオンリー、救いが何よりの喜びとなり、伝道と宣教となるときです。ですから、信者はこのように告白して整理し、自分自身にいつも言い聞かせないといけません。何も恐れる必要はありません。何も羨むこともないし、何も問題にすることもありません。何ものにも引っかかる必要などありません。これが100％の勝利です。先程も申し上げましたように、問題の核心ポイントは、どれほど険しいか、厳しいか、倒れたのかではありません。キリストが自分の契約なのか、伝道宣教が自分の人生の理由なのか、その伝道宣教に私が用いられるということを確実な夢としてしっかり握っているのかということが問題です。

今回、リーダー修練会、またWRCのメッセージを聞く中で、「四次産業革命が起きて、その次の時代には、今私たちが勉強している内容は無用なものになるかもしれません」という話を聞いたかもしれません。確かにそうなるかもしれません。それで今勉強など意味がないのではと思うレムナントもいるかもしれません。そんなことはありません。確実に今の勉強のテーマが、自分の10年後、20年後にいらないものだということが明確に分かる何かの資料があれば、それはこれから考え直さなければなりません。しかし、それがはっきり見えるまでは、たとえそうなるにしても、まだ分かっていないのですから、今現在許されていることに最善を尽くすということです。なぜでしょうか。何になって、どうなるのかというのはテーマではないので、たとえそれが無用なものになり、何もかも、仕事もすべて変わることになるとしても、伝道宣教という仕事は絶対変わらない不変の必要であり、不変の信者の仕事なので、何がどう変わろうが何が問題でしょうか。自分がこれから何をしてどうなるべきなのかを考えるから問題なのです。それはもう決まっています。伝道宣教のために生きる者で、それを何を通してやるかというだけのことです。昨日も申し上げましたように、極端に申し上げると、何になっても構わないのではないでしょうか。神様が奴隷になりなさいと言われれば奴隷として宣教、伝道に励んでいけば結構ではないでしょうか。地球がどう変わろうが伝道宣教が必要であり、その仕事というものは変わることはありません。何にフォーカスを合わせて、何を握って、何にこだわっているのかが問題なのです。こんがらがらないようにしましょう。逆に言うと、それが気になるというのは、ある意味、普通だと思いますが、よく考えてみると伝道宣教、そのために私の生涯、残りの人生があるということがまだ明確じゃないから、そのようにこんがらがってしまうのかもしれません。そこを吟味していく、それが求められることではないでしょうか。
長い話はいらないと思います。ダビデは「行く先々で」。今までこの表現が思い浮かばなくて、「どこに行っても」とばかり言いましたが、良い表現だなと思います。行く先々で必ず勝利を与えられます。ダビデのお話ではなくて、皆さんに対して神様が語っていらっしゃることです。神のみことばを信じること、それが勝利です。昨日も申し上げました。神様には時間とかそういう概念がありません。神は時間を作られた方であり、初めであり終わりでありアルファでありオメガである方なので、私たちに対して神様が「これからこうすると勝利するよ、あなたがたは必ずこうなるよ」とおっしゃり、今現在は全くそれとは正反対の状況であっても、それはそうなっている、と引っ張って見ることが信仰です。なぜなら、神様がおっしゃったことなので、神様にはもうできているのです。神様はもうすでに勝利していらっしゃるのです。地球のすべての民族に福音が伝えられ、世界福音化というのはこれからなるだろうではなくて、神様はもうそれができあがっているのです。これは神秘です。それをみことばと言います。だから、私たちは未信者に負けるはずがありません。みことばを握って先を歩いているものなのです。その神様がおっしゃっています。行く先々で勝利を与えられると。必ず100％勝利するということを確認して信じていただきたいと思います。

ですから、今現在皆さんに許されている現実、それが個人のものであれ、環境のものであれ、仕事の現場、家庭の環境、いろいろあるでしょうけれども、それに対して不平不満、あるいは言い訳、弁明などに走らないようにしてください。むしろそこでキリストオンリーというのは、「キリストによってすべては終わったのだよ。キリストで私はとっくに幸せなものなのだね。そのキリストのゆえに、伝道宣教のために私は生きている」ということを告白することです。むしろ不平不満、言い訳、いつもだったらそこに走るしかなかったその現実の中で、それを告白するわけです。それが戦いです。どのように告白すれば良いのでしょうか。100％勝利ですから、まず祈りの時間を持って、祈りの中で自分自身に言い聞かせることです。「キリストでもう終わったのだ。キリストで私は幸せなのだ。キリストのゆえに私の生きる理由、存在する理由は伝道宣教なのだ」。それから、それを皆さんの仕事、学生は勉強に、大人の方はその自分の仕事、職業などに言い続けることです。「この勉強はもうキリストで終わって、幸せな者が伝道宣教のために行うものなのだ」。勉強だけではありません。勉強がメインであり、仕事にいつも言い続けないといけません。それを24時といいます。それプラス起きるすべてのことに対して、これを言い続けることです。24時というものは、私の人生の中で否定的なことは一ミリたりともありません。これが24時です。なぜなら、神様がおっしゃってすべて終わったし、キリストが私とともにおられるからです。自分の頑張りと才能ではなくて、神の国が臨まれるようになりますので。
それから、もう一つ、いちばんデリケートな部分、人間関係においてつまずいたり、怒ったりせずに、そこで言い続けることです。気に入らない人間がいてもキリストで終わった。キリストで自分は幸せなのだ。この人間も伝道宣教のために許されているのだね。どういう意味があるのだろうか。負けないように。人間的な負けん気というものはよくありませんが、霊的には負けん気を持たないといけません。なぜなら、100％勝利が約束されているわけですから、皆さんの能力と全く関係ありません。この100％の勝利を具体的に味わい、自分のものとして、それを証拠として周りの人々に、レムナントたちにおあかししていくようになることを祈りたいと思います。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。ありがとうございます。今も目に見えないサタンは、私たちが100％勝利の主人公だということを知らないようにあらゆることを通して弱さや環境を通して騙そうとしていますが、キリストに立って、みことばを握って、100％の勝利を確信し、契約として握って祈ることができるようにひとりひとりを祝福してください。必ずしやひとりひとり信者をどんな状況であろうが証人として立ててくださることを握って勝利の道を歩ませてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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